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（注）�平成25年3月1日付及び平成25年11月1日付にてそれぞれ普通株式1株につき2株の株式分割を行っております。1株当たり当期純利益はこれらの株式分割が第27期の期首に行われたと
仮定して算出しております。1株当たり当期純利益

証券コード：9381

国際物流をデザインするエーアイテイー

第30期 年次報告書
平成28年3月1日～平成29年2月28日

台北市を中心として台湾最大の都市圏「台北都市圏」を形成しており、人口の約30%が同地域に集中
するアジア屈指の世界都市。1980年代以降、台湾はハイテク産業で重要な役割を担っている。台湾・台北市

代表取締役社長

第30期（平成29年2月期）の連結業績について
新規顧客の獲得と既存顧客との取引拡大を図るべく、国際貨物輸
送、通関や配送、日本国内や海外での3PL（サードパーティー・ロジ
スティクス）といった、顧客ニーズに沿った一貫輸送の提案型営業
に注力してまいりました。
これらに加え新たに北米を基点とした国際輸送サービスを提供
するとともに、更なるサービスの拡充と、自社グループの海外拠点
網の拡大を図るため、昨年8月に米国、本年1月には台湾にそれぞれ
現地法人を設立いたしました。
海上貨物を主とする国際貨物輸送の取扱いは堅調に増加し、販売
費及び一般管理費の抑制にも取り組んでまいりましたが、為替変動
の影響による売上総利益の減少に加え、国際貨物輸送の市場におけ
るマーケットプライスの低下から売上総利益率も低下することと
なり、営業利益以下の段階利益も減少することとなりました。

第31期（平成30年2月期）の見通しについて
国際貨物輸送、通関、国内外での3PLといった一貫輸送を通じて、
顧客ニーズに即した物流を構築し、さらにコスト低減にも繋がる提

株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。　
さて、ここに第30期（平成29年2月期）の連結業績と、次期（平成30年2月期）の
見通しについてご報告を申し上げます。

案を積極的に行ってまいります。これらに加えて、新たに設立した
米国や台湾の現地法人等とも連携し、グローバル物流体制の構築を
図ると共に、未だに取扱いの少ない業界への営業活動も推し進める
ことで、取扱高と業績の拡大に取り組んでまいります。

営業収益 23,830百万円 前年同期比 12.1％ 増

営業利益 1,580百万円 前年同期比 13.5％ 増

経常利益 1,640百万円 前年同期比 12.2％ 増

親会社株主に帰属する
当期純利益 1,120百万円 前年同期比 14.1％ 増



日本
北米

アジア
（中国・東南アジア）

拠点を強化することで、
日本⇔アジア⇔北米
ネットワークを確立する

発 行 可 能 株 式 総 数 53,856,000 株
発 行 済 株 式 の 総 数 19,754,400 株 （自己株式640,768株を含む。）
株 主 数 17,071 名

株式に関する情報  （平成29年2月28日現在）

取締役及び監査役  （平成29年5月19日現在）

代表取締役社長

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

社 外 取 締 役

社外取締役

常勤監査役

社外監査役

社外監査役

矢倉　英一

馬上　真一

西村　司

大槻　信夫

貝塚　悦夫

松田　佳紀

清水　洋志

西島　佳男

三村　淳司

会社概要  （平成29年2月28日現在）

社 名
英文社名
本 社

設 立
資 本 金
従業員数
事業内容

株式会社エーアイテイー
AIT CORPORATION
〒541-0053
大阪市中央区本町2丁目1番6号
堺筋本町センタービル15階
TEL.06-6260-3450（代表）
昭和63年2月
271,140,311円
547名（連結）、297名（単体）
貨物利用運送事業（外航海運・国際航空貨物・貨物自動
車・鉄道・内航）、航空運送代理店業、通関業、海運仲立業、
損害保険代理店業、コンテナその他輸送器具の販売並び
に輸出入、上記に付帯関連する一切の事業

当社グループは、着実に増加する台湾・ベトナムから日本への輸
入貨物に対応し、日本と中国・東南アジア、さらに北米を結ぶ物
流ネットワークの強化を推進してまいります。

本社所在地 台湾台北市

代表者 永田  裕司

資本金 13,000,000台湾ドル

本社所在地 ベトナム社会主義共和国 
ホーチミン市

代表者 岩㟢  裕治

資本金 11,000,000,000ベトナムドン

事業の内容 国際貨物輸送事業

設立年月 平成29年1月

出資比率 当社100%

事業の内容 国際貨物輸送事業

設立年月 平成29年4月

出資比率 当社51％、
伊藤忠ロジスティクス株式会社49％

台湾愛意特国際物流股份有限公司
（AIT INTERNATIONAL LOGISTICS (TAIWAN) CO.,LTD.）

AITC LOGISTICS (VIETNAM) CO.,LTD.

TOPICS
台湾とベトナムに
子会社を設立

海外拠点の拡大により顧客サービスの充実へ

● 日本 ⇔ 中国は当社の基幹ルート
● 3,000社を超える既存顧客
● 東南アジアを含めた成長市場

強み
メリット

日　本 アジア
● 最大規模の貿易ルート
● 高い運賃で売上・利益に貢献
● 政治・経済が安定

強み
メリット

アジア 北　米

株価動向

平成28年 平成29年
1110 12 1 2 3

500

1,000
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（円） （月単位）

所有者別株式分布状況  （平成29年2月28日現在）

金融機関
金融商品取引業者
その他の法人
外国法人等
個人・その他
自己名義株式

6.50%
0.83%
40.28%
18.52%
30.62%
3.25%


